
今
日
、
大
谷
驍
石
は
ハ
ー
ン
の
紹
介
者
と
し
て
の
み
知
ら
れ
て
い
る
に
過

ぎ
な
い
。
俳
号
の
読
み
方
す
ら
、
俳
句
辞
典
で
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
英
文

学
者
で
あ
り
、
ま
た
、
俳
人
で
あ
っ
た
驍
石
は
、
俳
人
と
し
て
、
見
過
ご
す

こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
面
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
経
歴
と
俳
句
観
を
紹
介

し
て
み
た
い
。

正
岡
子
規
に
よ
っ
て
近
代
俳
句
が
確
立
さ
れ
た
頃
の
弟
子
と
し
て
、
高
浜

虚
子
、
河
東
碧
梧
桐
は
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
著
書
、
論
文
が
な
さ
れ
て

い
る
。
他
の
弟
子
に
は
今
一
つ
光
が
当
て
ら
れ
て
い
な
い
。
明
治
二
十
九
年

十
月
、
目
黒
不
動
境
内
で
行
わ
れ
た
子
規
派
初
の
吟
行
会
に
は
十
人
の
弟
子

が
参
加
し
て
い
る
。
蕉
門
＋
哲
に
な
ぞ
ら
え
て
子
規
門
十
哲
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。
ま
だ
他
に
も
子
規
の
弟
子
は
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
子
規
門
十
哲
は

固
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
内
藤
鳴
雪
、
坂
本
四
方
太
、
佐
藤
紅
緑

は
そ
の
中
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
吟
行
会
に
参
加
し
た
一
人
、
松
江
生
ま
れ
の

き
ょ
う
せ
き

大
谷
驍
石
の
俳
句
観

は
じ
め
に

大
谷
続
石
の
俳
句
観

Ｉ
西
洋
か
ら
の
示
唆
Ｉ

俳
人
、
大
谷
驍
石
も
当
然
十
哲
に
入
る
べ
き
人
物
で
あ
ろ
う
。
旧
制
松
江
中

学
で
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
巡
り
会
い
、
三
高
で
は
高
浜
虚
子
、
河
東

碧
梧
桐
と
巡
り
会
い
、
そ
の
関
係
で
正
岡
子
規
と
出
会
っ
た
俳
人
で
あ
る
。

英
語
教
師
仲
間
、
俳
人
仲
間
と
し
て
夏
目
漱
石
と
知
友
と
な
り
、
金
沢
四
高

教
授
時
代
に
は
室
生
犀
星
を
俳
弟
子
と
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

大
谷
驍
石
は
終
始
一
貫
、
定
型
写
生
俳
句
を
推
し
進
め
た
俳
人
で
あ
り
、

碧
梧
桐
ら
に
よ
っ
て
変
調
が
流
行
し
て
い
た
明
治
四
十
年
代
も
定
型
を
崩
そ

う
と
し
な
か
っ
た
姿
勢
は
、
今
改
め
て
再
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
俳
人

で
あ
り
、
そ
の
定
型
俳
句
の
発
表
の
場
で
あ
っ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
系
の
京
都
名

か
け
あ
お
い

門
俳
誌
「
懸
葵
」
も
ま
た
再
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
谷
饒
石
略
年
譜

－

｜
、
大
谷
続
石
の
生
い
立
ち

牛
一
○
二
二
月
十
一
三
酒
造
業
、
大
谷
善
之
助
・
ダ
ル
の
長
犀

日
野
雅
之

二

九
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年
齢

事
項



明
治
二
十
五
年

明
治
二
十
四
年

明
治
二
十
七
年

明
治
十
三
年

明
治
二
十
年

明
治
二
十
三
年

明
治
二
十
九
年

十
七

十
六

十
九 五

十
二

十
五

一
一
一

と
し
て
、
松
江
市
に
出
生
。
本
名
、
正
信
。
俳
号
の

読
み
は
「
ぎ
よ
う
せ
き
」
。

松
江
本
町
小
学
校
に
入
学

島
根
県
尋
常
中
学
校
に
入
学

九
月
、
島
根
県
尋
常
中
学
校
に
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

ー
ン
が
英
語
教
師
と
し
て
赴
任
、
ハ
ー
ン
四
十
歳
、

親
交
を
深
め
る
。

十
一
月
、
ハ
ー
ン
、
熊
本
五
高
へ
、
績
石
が
生
徒
代

表
で
送
辞
を
述
べ
る
。

七
月
、
島
根
県
尋
常
叫
学
校
を
卒
業
。
卒
業
生
は
十

三
名
。
九
月
、
第
三
高
等
中
学
校
豫
科
第
一
級
に
入

学
、
高
浜
虚
子
、
河
東
碧
梧
桐
、
阪
本
四
方
太
と
知

友
に
な
る
。

学
制
改
革
で
仙
台
の
二
高
に
転
学
。
初
の
正
岡
子
規

選
「
鹿
鳴
い
て
杉
の
木
高
し
東
大
寺
」
。

七
月
、
仙
台
の
二
高
を
卒
業
。
九
月
、
東
京
帝
国
大

學
文
科
大
學
英
文
学
科
入
学
、
奇
し
く
も
ハ
ー
ン
が

英
語
主
任
教
師
と
し
て
熊
本
五
高
か
ら
赴
任
。
九
日
、

ハ
ー
ン
の
假
寓
を
訪
う
。
翌
、
十
日
、
子
規
庵
句
会

に
初
参
加
し
て
子
規
と
初
対
面
、
十
月
二
十
六
日
、

子
規
ら
と
東
京
目
黒
不
動
境
内
で
十
名
の
日
本
派
（
子

規
派
）
初
の
吟
行
会
。
こ
の
年
、
子
規
の
二
字
評
で

「
明
快
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
年
よ
り
、
苦
学
生
（
実

明
治
三
十
三
年

明
治
三
十
六
年

明
治
三
十
五
年

明
治
三
十
四
年

明
治
三
十
二
年

明
治
三
十
年

二

七

一

一

五

二

四

二

八

一
一
一
ハ

一
一
一
一

家
の
酒
造
業
倒
産
）
繧
石
は
ハ
ー
ン
の
日
本
文
化
資

料
収
集
係
と
な
り
、
毎
月
、
報
酬
を
受
け
、
そ
れ
を

学
資
と
し
て
卒
業
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

八
月
、
国
内
五
番
目
の
子
規
派
句
会
碧
雲
会
を
松
江

に
結
成
、
続
石
の
尽
力
に
よ
る
。

驍
石
の
代
表
句
は
こ
の
年
の
作
、
「
鹿
笛
の
一
つ
は
谷

へ
下
る
ら
し
」
「
泉
水
に
篝
く
づ
る
る
桜
か
な
」
。

七
月
十
日
、
東
京
帝
国
大
學
文
科
大
學
卒
業
式
、
文

科
大
學
卒
業
生
七
五
名
、
英
文
学
科
十
三
名
。
こ
の

年
、
下
宿
先
、
大
河
内
家
の
長
女
、
き
く
、
と
結
婚
。

九
月
、
真
言
宗
東
京
高
等
中
學
林
英
語
講
師
に
就
任
、

先
輩
、
土
井
晩
翠
の
紹
介
で
私
立
中
學
郁
文
館
英
語

講
師
に
も
就
任
。

八
月
、
真
言
宗
東
京
高
等
中
學
林
廃
止
。
十
月
、
私

立
京
北
中
學
英
語
講
師
就
任
。

一
月
、
私
立
哲
學
館
大
學
英
語
講
師
就
任
。

四
月
、
淡
路
島
の
兵
庫
県
洲
本
中
學
校
教
諭
と
し
て

高
給
で
迎
え
ら
れ
る
。
教
え
子
に
高
田
蝶
衣
、
大
内

兵
衛
。

九
月
十
九
日
、
正
岡
子
規
没
。
十
一
月
、
洲
本
中
學

校
教
諭
を
辞
す
。
真
宗
大
學
教
授
就
任
。

ハ
ー
ン
、
東
京
帝
大
辞
任
。
エ
マ
ー
ソ
ン
「
偉
人
論
」

翻
訳
出
版
。

○



大
正

昭
和

昭
和

大
正

大
正

大
正

明
治
四
十
五
年

大
正
元
年

大
正
五
年

明
治
三
十
九
年

明
治
四
十
一
年

明
治
四
十
二
年

明
治
三
十
七
年

明
治
三
十
八
年

十
五
年

七
年

八
年

七
年

十
一
年

十
三
年

大
谷
驍
石
の
俳
句
観

五五五
八七一

四
三

四
七

四
九

三
七

三
七

四
一

一二

十 九
三三三

四三一

中
央
公
論
俳
壇
選
者
と
な
る
。

九
月
、
ハ
ー
ン
没
、
家
族
と
交
際
を
再
開
。

四
月
、
私
立
哲
學
館
大
學
英
語
講
師
就
任
。

俳
誌
「
懸
葵
」
の
選
者
と
な
る
。
夏
目
漱
石
と
知
友

に
な
る
。

「
恵
馬
遜
傑
作
集
」
翻
訳
出
版
。

八
月
、
金
沢
、
四
高
教
授
就
任
。

九
月
、
二
年
間
の
英
国
留
学
に
出
発
、
明
治
天
皇
拝

謁
の
折
り
に
は
漱
石
よ
り
燕
尾
服
を
拝
借
。

二
月
、
英
国
よ
り
帰
国
、
四
高
に
も
ど
る
。

十
二
月
、
「
滞
英
二
年
案
山
子
日
記
」
出
版

十
二
月
、
夏
目
漱
石
没
、
繧
石
が
金
沢
か
ら
送
っ
た

金
沢
名
産
「
つ
ぐ
み
の
粕
漬
」
が
死
亡
の
要
因
。

句
集
「
落
椿
」
出
版
。

随
筆
集
「
北
の
国
よ
り
」
出
版
。

三
月
、
廣
島
高
等
学
校
教
授
就
任
。
夫
人
の
金
沢
の

寒
さ
と
水
害
の
苦
労
の
た
め
。

金
沢
で
の
送
別
会
に
は
俳
弟
子
の
室
生
犀
星
出
席
、

駅
に
も
見
送
る
。

小
泉
八
雲
全
集
出
版
の
た
め
の
翻
訳
を
始
め
る
。

二
月
、
廣
島
高
等
学
校
教
授
を
辞
す
。

随
筆
集
「
己
が
こ
と
人
の
こ
と
」
出
版
。

二
月
、
胃
手
術
。
十
一
月
十
七
日
、
胃
が
ん
で
没
。

俳
論
「
明
治
二
十
九
年
の
俳
句
界
」
で
の
子
規
の
二
字
評
、
繧
石
の
俳
句

は
「
明
快
」
で
、
他
の
俳
人
で
は
、
漱
石
「
活
動
」
、
碧
梧
桐
「
洗
練
」
、
虚

子
「
縦
横
」
、
鳴
雪
「
高
華
」
な
ど
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
四
方
太
驍
石
深

（
１
）

く
斯
道
に
悟
入
す
る
所
あ
ら
ん
と
す
。
」
と
評
し
て
い
る
。
「
明
治
三
十
年
の

俳
句
界
」
に
お
い
て
は
「
碧
梧
桐
、
虚
子
、
紅
緑
、
露
月
、
把
栗
、
肋
骨
、

四
方
太
、
秋
竹
、
蒼
苔
、
漱
石
、
審
月
、
極
堂
、
驍
石
等
は
俳
人
の
鍔
々
た

る
者
な
仏
出
と
評
し
て
い
る
。
明
治
三
十
年
一
月
の
新
年
句
会
の
時
に
書

い
た
も
の
で
、
床
の
上
に
八
百
屋
の
店
頭
に
あ
る
品
物
を
置
い
て
、
そ
れ
に

そ
れ
ぞ
れ
註
が
し
て
あ
っ
た
も
の
が
、
「
発
句
經
警
喰
品
」
で
「
鳴
雪
君

卵
滋
養
ア
リ
小
供
ニ
モ
好
カ
レ
ル
、
漱
石
君
柿
ウ
マ
ミ
澤
山
マ

ダ
澁
ノ
ヌ
ケ
ヌ
ノ
モ
マ
ジ
レ
リ
、
繧
石
君
慈
姑
甘
キ
方
ナ
リ
少
シ
エ

グ
イ
虚
ア
止
印
）
等
で
あ
っ
た
。

大
谷
驍
石
の
俳
句
の
句
風
は
、
初
め
の
「
明
快
」
か
ら
、
明
治
三
十
年
代

昭
和
二
十
八
年

昭
和
十
八
年二

、
大
谷
続
石
の
俳
句

墓
は
松
江
市
寺
町
、
恩
敬
寺
。

き
く
夫
人
、
広
島
よ
り
東
京
へ
転
居
、
書
籍
・
短
冊

類
、
続
石
の
教
え
子
の
勤
務
す
る
春
陽
堂
へ
預
け
る

が
空
襲
の
た
め
か
、
紛
失
、
現
在
も
古
書
店
か
ら
蔵

書
が
出
て
く
る
。

き
く
夫
人
、
東
京
に
て
没
。

一
一
一
一



の
絶
頂
期
に
は
「
温
雅
清
新
」
の
句
風
を
確
立
し
た
。
「
明
治
三
十
年
代
の

俳
人
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

一
つ
づ
與
島
暮
れ
て
行
く
春
の
海
明
治
二
十
八
年

水
早
し
蒻
翠
と
ま
る
魚
梁
の
杭
明
治
二
十
九
年

庵
寺
や
野
菊
小
さ
く
蟇
る
鼻
秋
明
治
二
十
九
年

子
規
派
初
の
吟
行
会
一
句
（
目
黒
不
動
境
内
）
明
治
二
十
九
年
十
月

石
段
や
椎
の
実
は
ら
り
は
ら
り
落
っ

野
を
焼
て
其
夜
静
か
に
雨
が
降
る
明
治
三
十
年

鹿
笛
の
一
つ
は
谷
へ
下
る
ら
し
明
治
三
十
年

泉
水
に
篝
く
づ
る
る
桜
か
な
明
治
三
十
年

鳴
き
や
む
で
雨
と
な
り
け
り
猫
の
恋
明
治
三
十
二
年

葉
鶏
頭
雁
渡
る
こ
と
頻
り
な
り
明
治
三
十
二
年

白
梅
に
寺
静
か
な
り
書
の
月
明
治
三
十
三
年

灯
を
消
し
て
梅
の
影
見
る
障
子
か
な
明
治
三
十
三
年

七
月
卒
業
を
ふ
ま
え
た
珍
し
い
一
句

残
し
た
る
髭
涼
し
さ
よ
新
学
士
明
治
三
十
七
年

草
の
戸
や
野
分
や
ん
だ
る
宵
の
月
明
治
三
十
八
年

「
赤
蜻
蛉
筑
波
に
雲
も
な
か
り
け
り
」
の
子
規
の
明
る
さ
に
対
し
て

驍
石
の
閑
寂
の
世
界
の
一
句

赤
蜻
蛉
東
寺
に
夕
日
残
り
け
り
明
治
三
十
八
年

飯
事
の
貝
に
汲
む
水
温
み
け
り
明
治
四
十
二
年

美
し
き
汗
や
舞
子
の
舞
ひ
終
へ
て
明
治
四
十
二
年

熊
野
路
と
樹
下
の
道
標
蝉
時
雨
大
正
五
年

八
雲
忌
や
供
ふ
る
も
の
に
虫
籠
も
昭
和
五
年

子
規
の
弟
子
で
は
時
間
的
俳
句
が
特
徴
の
高
浜
虚
子
、
印
象
明
瞭
の
句
が

特
色
の
河
東
碧
梧
桐
、
こ
れ
ら
の
二
人
は
か
な
り
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
他

の
近
代
俳
句
初
期
の
俳
人
の
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
最
近
か
ら
総
合
俳
誌

「
俳
句
」
に
神
奈
川
大
の
復
本
一
郎
教
授
が
「
佐
藤
紅
緑
の
眼
」
と
い
う
連

載
を
載
せ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
佐
藤
紅
緑
は
驍
石
の
句
友
で
あ
る
。

繧
石
の
温
雅
な
俳
句
に
比
し
て
、
紅
緑
の
俳
句
は
子
規
か
ら
「
奇
な
る
俳
句
」

と
評
さ
れ
て
い
る
。

患
籠
に
蝉
を
入
れ
た
る
童
か
な
明
治
二
十
九
年

笹
舟
に
毛
墨
を
流
す
童
か
な
明
治
二
十
九
年

秋
の
蛍
寂
真
と
し
て
光
り
け
り
明
治
二
十
九
年

麥
秋
や
犬
に
ま
た
が
る
里
童
明
治
二
十
九
年

明
治
末
期
、
河
東
碧
梧
桐
が
難
解
な
新
傾
向
俳
句
運
動
に
走
っ
た
時
も
、

驍
石
は
終
始
、
定
型
写
生
俳
句
を
追
求
し
た
。
明
治
二
十
九
年
に
も
日
本
派

（
子
規
派
）
の
変
調
を
た
だ
一
人
で
批
判
し
た
。
「
帝
国
文
学
」
明
治
二
十

九
年
十
一
月
号
に
「
俳
壇
近
況
」
と
い
う
題
で
、
「
新
酒
の
み
て
酔
ふ
く
く

我
に
頭
痛
あ
り
虚
子
」
「
大
な
る
小
な
る
案
山
子
親
子
か
も
碧
梧
桐
」

な
ど
の
変
調
を
批
判
し
た
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
名
門
誌
「
懸
葵
」
の
主
宰
、
大
谷
句
仏
（
東
本
願
寺
第

二
十
三
世
・
本
名
・
光
演
）
は
巻
頭
に
「
我
は
我
」
と
い
う
題
で
、
定
型
写

三
、
大
谷
続
石
の
俳
句
観

一
一
一
一
一



近
代
俳
句
史
に
「
懸
葵
」
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、
あ
わ
せ
て
、
続
石

に
も
光
を
当
て
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

口
あ
い
て
落
花
な
が
む
る
子
は
仏
句
佛

さ
て
、
続
石
が
定
型
写
生
俳
句
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
何
故
か
。
伝
統
美
を

大
切
に
す
る
松
江
の
育
ち
で
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
要
因
で
あ
ろ
う
。
も
う
一

つ
は
ハ
ー
ン
依
頼
の
古
典
俳
句
調
査
で
あ
る
。
ハ
ー
ン
の
資
料
収
集
の
た
め

に
、
伝
統
的
な
古
典
俳
句
を
綿
密
に
調
べ
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
子
規
も
古

生
句
を
発
表
し
て
、
新
傾
向
俳
句
に
対
抗
し
た
。
俳
誌
「
懸
葵
」
大
正
四
年

三
月
号
の
特
集
「
現
俳
壇
に
對
す
る
批
評
及
感
想
」
で
驍
石
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

現
俳
壇
に
對
す
る
批
評
な
ん
か
到
底
力
の
及
ば
ぬ
事
で
あ
り
ま
す
か
ら

残
念
乍
ら
御
断
り
致
し
ま
す
、
ま
あ
感
想
と
い
っ
た
や
う
な
こ
と
を
申

上
げ
れ
ば
井
泉
水
君
一
派
の
俳
句
は
俳
句
で
無
い
も
の
へ
發
展
し
た
も

の
で
論
外
で
す
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
（
？
）
の
は
あ
ま
り
に
退
嬰
的
で
陳

腐
な
嫌
が
あ
り
ま
す
、
碧
梧
桐
門
下
の
人
の
句
に
は
故
意
と
ひ
ね
く
れ

た
も
の
や
自
分
合
鮎
の
も
の
が
多
く
て
句
意
の
了
解
さ
れ
ぬ
の
が
少
く

な
い
の
を
遺
憾
と
し
ま
す
。

阪
本
四
方
太

今
の
俳
人
は
人
格
の
修
養
が
足
り
な
い
。
主
張
や
作
品
が
如
何
に
立
派

に
見
え
て
も
人
格
が
低
く
て
は
駄
目
だ
。
根
本
問
題
を
忘
れ
て
は
い
か

ん
。
人
格
が
向
上
す
れ
ば
自
然
、
句
に
光
が
出
る
。
句
の
巧
拙
な
ど
は

第
二
の
問
題
だ
。
藝
術
家
を
以
て
任
ず
る
俳
人
は
人
格
の
修
養
を
急
っ

て
は
な
ら
ぬ
。

大
谷
続
石
の
俳
句
観

最
近
の
ハ
ー
ン
研
究
に
よ
っ
て
、
ハ
ー
ン
文
学
の
背
景
に
、
少
年
時
代
を

過
ご
し
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
文
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
幽
霊
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
妖
精
、
出
雲
の
八
百

万
の
神
々
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
多
神
教
、
水
の
都
、
松
江
と
ダ
ブ
リ
ン
、
余

生
を
過
ご
し
た
い
と
言
っ
た
隠
岐
の
島
と
、
湖
と
緑
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
片

田
舎
、
等
々
で
あ
る
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
文
化
と
似
た
日
本
文
化
を
ハ
ー
ン
は

愛
し
た
。
日
本
文
化
を
愛
情
を
持
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
が
ハ
ー
ン
で

典
俳
句
を
調
査
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
俳
句
の
歩
む
べ
き
道
を
探
り
、
蕪
村
の

再
評
価
と
い
う
発
見
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
驍
石
に
と
っ
て
も
、
ハ
ー
ン
依

頼
の
古
典
俳
句
調
査
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
定
型
写
生
俳
句
を
守
ろ
う
と
い
う

驍
石
の
俳
句
観
を
作
り
あ
げ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

さ
ら
に
加
え
て
、
文
人
俳
句
と
し
て
の
立
場
が
あ
る
。
虚
子
や
碧
梧
桐
の

よ
う
に
俳
句
を
専
門
と
し
て
、
俳
句
と
格
闘
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
文

人
俳
句
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
側
面
か
ら
俳
壇
を
眺
め
な
が
ら
句
作
す
る

文
人
俳
句
と
同
じ
面
を
繧
石
も
持
っ
て
お
り
、
漱
石
と
共
通
の
面
を
持
っ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
英
文
学
者
と
し
て
の
面
を
持
ち
な
が
ら
、
側
面
か
ら
俳
壇

を
眺
め
て
句
作
す
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
俳
壇
を
客
観
的
に
眺
め
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
、
定
型
・
写
生
を
守
る
と
い
う
警
告
も
発
し

や
す
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
西
洋
人
・
ハ
ー
ン
か
ら
の
定

型
の
古
典
俳
句
の
素
晴
ら
し
さ
の
示
唆
で
あ
る
。

四
、
大
谷
艤
石
と
ハ
ー
ン
ー
西
洋
か
ら
の
示
唆
Ｉ

一
一
一
一
一
一



あ
り
、
友
人
で
あ
っ
た
東
京
帝
大
の
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
教
授
も
俳
句
研
究
を
し

て
い
る
が
、
客
観
的
な
も
の
で
あ
る
。

日
本
文
化
を
愛
情
を
持
っ
て
理
解
し
よ
う
と
し
た
一
つ
の
例
は
、
日
本
の

古
典
音
楽
に
つ
い
て
で
あ
る
。
驍
石
の
文
章
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

二
十
三
年
九
月
の
末
頃
な
り
し
か
、
余
は
少
し
く
唐
楽
を
吹
奏
し
得
る

為
、
一
會
を
寺
町
な
る
某
寺
に
催
う
し
、
未
だ
旅
亭
に
居
給
ひ
し
先
生

を
招
い
て
之
を
鶉
か
し
め
奉
り
し
が
、
二
時
頃
よ
り
日
暮
る
奥
迄
、
先

生
は
布
團
に
端
座
し
給
ひ
し
侭
熱
心
に
傾
聰
し
給
ひ
、
會
終
り
て
立
ち

上
が
り
給
ひ
し
折
に
も
癖
を
感
じ
給
は
ざ
り
し
に
は
驚
き
唯
一

し
よ
う
ひ
ち
り
き

驍
石
は
雅
楽
の
笙
、
篁
築
を
演
奏
出
来
た
。
ハ
ー
ン
も
こ
の
時
の
こ
と

と
繧
石
の
人
柄
に
つ
い
て
文
章
を
残
し
て
い
る
。

大
谷
正
信
は
滅
多
に
来
な
い
が
、
来
る
時
は
い
つ
も
ひ
と
り
で
来
る
。

ほ
っ
そ
り
と
し
た
、
い
く
ぶ
ん
女
性
的
な
顔
立
の
美
少
年
で
、
遠
盧
深

く
、
物
腰
が
落
ち
着
い
て
い
て
、
洗
練
さ
れ
て
い
る
。
真
面
目
で
あ
ま

り
笑
顔
は
見
せ
な
い
。
こ
の
少
年
の
笑
い
声
と
い
う
の
を
聞
い
た
こ
と

が
な
い
。
大
谷
は
ク
ラ
ス
の
一
番
と
な
っ
た
が
、
と
く
に
頑
張
ら
ず
と

も
そ
の
ま
ま
一
番
で
い
そ
う
で
あ
る
。
（
中
略
）
お
お
き
な
お
祭
り
の

日
に
正
信
一
家
は
お
寺
で
皇
じ
よ
う
と
か
抜
頭
と
か
い
う
不
思
議
な
曲

を
演
奏
す
る
ｌ
は
じ
め
の
う
ち
は
西
洋
人
の
耳
に
は
聞
い
て
も
全
然

面
白
く
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
何
回
も
聞
い
て
い
る
う
ち
に
味
わ
い
が
次

第
に
わ
か
る
よ
う
に
な
る
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
古
来
の
音
楽

に
は
そ
れ
な
り
の
妖
し
い
ま
で
に
美
し
い
魅
力
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
く
る
。
正
信
が
家
に
来
る
の
は
た
い
て
い
法
会
や
祭
り
に
私
を
招
く

（
５
）

た
め
で
、
そ
れ
が
私
の
興
味
を
惹
く
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

西
洋
人
ハ
ー
ン
は
俳
句
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
の
か
。
作
品
集
に
四
、

五
ケ
所
、
俳
句
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
・
そ
の
一
つ
、
「
怪
談
」
の
中
の
「
蝶
」

で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

蝶
を
詠
ん
だ
発
句
の
類
題
集
は
こ
の
題
目
の
審
美
的
方
面
に
つ
い
て
、

日
本
人
が
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
っ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
説
明

す
る
た
め
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
る
も
の
は
、
斗
圃
洲
捌
吋
１
打
ｄ

軋
Ｈ
封
訓
制
訓
馴
制
州
刷
Ⅱ
釧
馴
捌
鯏
料
別
刷
洲
判
制
馴
馴
１
１
（
線
・
筆
者
）

ま
た
あ
る
も
の
は
、
い
か
に
も
気
の
き
い
た
ほ
ん
の
軽
い
思
い
つ
き
、

で
な
け
れ
ば
、
風
雅
な
暗
示
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
が

ほ
ん
の
軽
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
諸
君
は
、
そ
う
し
た
詩
句
そ
の
も
の

に
は
大
し
て
興
味
を
持
た
れ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
剣
叫
副
刈
叫
乢
司
馴
刺

剛
刊
渕
凹
捌
謝
荊
削
刎
馴
引
矧
削
附
則
１
判
創
刊
ｕ
旧
制
創
矧
剛
馴
鬮
川
制
削
Ⅲ
Ⅲ
凶I

な
十
七
字
の
詩
の
た
め
に
、
く
そ
ま
じ
め
な
要
求
を
す
る
な
ど
と
は
、

お
こ
の
沙
汰
の
限
り
だ
と
、
せ
っ
か
ち
な
評
言
を
放
っ
た
人
も
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
な
ん
ぞ
計
ら
ん
、
ク
ラ
シ
ョ
ー
が
カ
ナ
の
結
婚
の
饗
宴
の

奇
蹟
を
詠
ん
だ
あ
の
名
句
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

ｚ
と
日
己
冨
も
臣
民
８
ワ
２
日
い
く
匡
一
一
連
⑥
己
匡
戸

（
内
気
な
る
仙
女
神
見
て
顔
染
め
ぬ
）

刺
矧
刷
淵
州
馴
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
線
・
筆
者
）
世
に
は
、
た
か
が
あ
ん

四



わ
ず
か
十
四
綴
音
、
し
か
も
不
朽
の
文
字
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本

の
十
七
字
の
詩
は
、
こ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
の
、
い
や
、
も
っ
と
不
思

議
な
、
も
っ
と
驚
歎
す
べ
き
こ
と
が
、
そ
れ
も
一
度
や
二
度
で
は
な
い

お
そ
ら
く
、
千
度
も
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
次
に
あ

げ
る
発
句
は
、
文
学
的
な
理
由
か
ら
選
択
し
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

あ
ま
り
驚
歎
す
る
よ
う
な
と
こ
ろ
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
。

（
筆
者
抄
出
）
釣
鐘
に
と
ま
り
て
ね
む
る
胡
蝶
か
な
蕪
村

蝶
と
ん
で
風
な
き
日
と
も
見
え
ざ
り
き
暁
台

睦
じ
ゃ
生
れ
か
は
ら
ば
野
辺
の
蝶
一
茶

撫
子
に
て
ふ
て
ふ
白
し
誰
の
魂
子
規

ハ
ー
ン
の
俳
句
の
知
識
は
、
繧
石
か
ら
得
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
事
実
で

あ
り
、
高
浜
虚
子
の
文
章
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
中
の
大
谷
驍
石
と
い
ふ
男
は
、
松
江
中
學
の
出
身
で
あ
り
ま
し
て

こ
れ
は
小
泉
八
雲
、
即
ち
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
の
弟
子
で
あ
り
ま

し
た
。
中
學
生
の
時
分
に
は
、
八
雲
の
家
に
、
書
生
を
し
て
を
つ
た
事

が
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
、
後
に
八
雲
に
俳
句
と
い
ふ
も
の

を
説
明
し
た
の
は
、
こ
の
繧
石
の
力
が
多
き
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま
し

た
。
（
中
略
）

仙
臺
に
居
る
こ
と
が
僅
か
に
二
ヶ
月
位
で
、
再
び
又
碧
梧
桐
と
共
に
東

京
に
出
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
よ
り
前
に
、
仙
臺
に
居
る
時
分
に
、
驍
石
と
四
方
太
の
二
人
が
下

宿
を
訪
ね
て
き
て
、
僕
等
は
改
め
て
君
達
に
入
門
す
る
か
ら
、
俳
句
を

教
へ
て
く
れ
な
い
か
、
と
い
ふ
事
を
い
っ
て
來
ま
し
た
。
僕
等
が
教
へ

大
谷
驍
石
の
俳
句
観

る
と
い
ふ
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
子
規
に
紹
介
し
て
や
ら
う
、
と
い
っ

て
、
二
人
の
句
稿
を
子
規
に
送
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
後
年
、
驍
石
、
四
方

（
６
）

太
の
二
人
を
俳
界
に
活
躍
せ
し
め
た
原
因
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

八
雲
の
家
の
書
生
云
々
は
、
西
洋
人
の
教
え
子
で
あ
る
と
い
う
驍
石
の
自

慢
話
に
、
虚
子
が
思
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ハ
ー
ン
は
俳
句

を
完
全
に
理
解
し
て
い
た
か
、
と
い
え
ば
、
そ
う
で
も
な
い
よ
う
で
あ
り
、

ハ
ー
ン
自
身
も
、
「
こ
う
い
う
作
品
の
可
能
性
を
立
派
に
評
価
で
き
る
た
め

に
は
、
辛
抱
づ
よ
い
研
究
」
が
必
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

け
い
い
ん

中
世
文
学
研
究
者
で
、
「
徒
然
草
講
話
」
の
著
書
が
あ
る
沼
波
武
夫
（
瓊
音
）

氏
は
「
帝
国
文
學
・
小
泉
八
雲
氏
記
念
號
」
で
「
俳
句
紹
介
者
と
し
て
の
小

泉
八
雲
氏
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

小
泉
先
生
は
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
日
本
を
紹
介
さ
れ
た
が
、
そ
の
中

で
特
に
我
々
に
目
立
つ
の
は
、
俳
句
を
親
切
に
紹
介
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
先
生
の
著
書
中
に
紹
介
さ
れ
た
日
本
の
詩
に
は
、
童
謡
も
あ
り
、

情
歌
も
あ
り
、
和
歌
も
あ
り
、
神
樂
催
馬
樂
ま
で
あ
る
が
、
最
多
數
な

の
は
俳
句
で
あ
る
。
先
生
は
今
ま
で
の
西
人
中
最
も
よ
く
俳
味
を
解
し

た
人
で
あ
っ
た
。
筍
く
も
俳
句
に
興
味
を
有
っ
て
る
人
は
、
こ
れ
を
大

に
世
界
に
紹
介
さ
れ
た
先
生
の
勢
を
永
く
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
年
々
八

雲
忌
を
催
し
て
も
よ
か
ら
う
と
思
ふ
。

先
生
が
俳
句
に
對
し
て
の
見
解
は
如
何
で
あ
る
と
い
ふ
に
、
Ｉ
ｎ
Ｇ

ｈ
Ｏ
Ｓ
ｔ
ｌ
ｙ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
の
俳
句
と
和
歌
と
一
つ
に
し
て
論
じ

て
あ
る
と
こ
ろ
に
、

（
句
を
數
多
塁
げ
た
次
に
）
こ
れ
等
は
日
本
詩
の
特
質
な
る
「
言
っ

五



な
が
ら
、
俳
譜
先
達
バ
シ
ョ
ー
や
著
名
女
詩
人
チ
ヨ
と
美
し
い
俳
話

で
も
志
て
居
ら
れ
る
で
せ
花

こ
の
文
で
は
俳
句
を
よ
く
理
解
し
た
西
洋
人
と
し
て
ハ
ー
ン
を
讃
え
て
い

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
反
論
も
あ
る
。
驍
石
は
雑
誌
「
英
語
青
年
」
の

中
で
「
漱
石
先
生
」
と
い
う
項
に
漱
石
の
俳
句
と
西
洋
詩
の
比
較
を
述
べ
た

文
章
を
紹
介
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

（
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
載
せ
た
漱
石
の
随
筆
『
不
言
之
言
』
の
引
用
）
『
俳

句
に
種
味
あ
り
。
西
詩
に
耶
蘇
味
あ
り
。
故
に
俳
句
は
淡
白
な
り
。
酒

落
な
り
。
時
に
出
世
間
的
な
り
。
西
詩
は
濃
厚
な
り
。
何
虚
迄
も
人
情

を
離
れ
ず
。
（
後
略
）
』

私
も
之
に
は
全
く
の
同
感
同
意
で
あ
る
。
「
蜻
蛉
釣
り
今
日
は
何
虚
迄

た
き
り
」
で
あ
っ
て
、
言
外
に
言
が
あ
る
の
で
あ
る
。
十
七
シ
ラ
ブ

ル
ま
た
は
三
十
一
シ
ラ
ブ
ル
の
日
本
詩
の
意
味
を
現
は
す
に
は
、
そ

の
倍
の
英
字
を
以
て
し
て
も
な
ぼ
足
ら
な
い
。
こ
れ
等
の
詩
は
屏
風

や
扇
や
盃
に
描
い
て
あ
る
書
一
の
や
う
に
、
自
然
よ
り
受
け
た
感
銘
を

再
び
呼
び
起
し
た
り
、
旅
行
又
は
巡
拝
中
の
幸
福
な
出
來
事
を
想
起

さ
せ
た
り
、
美
し
い
日
の
記
憶
を
呼
び
出
し
た
り
し
て
快
感
を
與
へ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
明
な
事
實
が
十
分
解
れ
ば
、
世
界
的
の
教
育
を

受
け
て
居
る
に
も
か
鼻
は
ら
ず
、
現
在
の
日
本
人
が
古
風
な
詩
躰
を

熱
心
に
愛
す
る
事
が
理
の
あ
る
事
だ
、
と
い
ふ
こ
と
が
知
れ
る
。

と
い
っ
て
あ
り
、
（
後
略
）

あ
奥
こ
の
親
切
な
俳
句
の
紹
介
者
た
る
先
生
は
、
も
う
こ
の
世
に
は
居

ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
あ
あ
噺
今
頃
は
極
樂
の
芳
ば
し
い
風
に
吹
か
れ

西
洋
人
は
俳
化
が
出
来
ん
の
で
あ
ら
う
。
小
泉
先
生
に
随
分
澤
山
俳
句

劇
画
聞
矧
ｕ
制
Ｈ
剤
到
刷
り
１
月
醐
剖
捌
到
引
刈
刺
捌
剴
測
矧
剥
Ｈ
割
引
１
（
線

・
筆
者
）
日
本
人
に
し
て
か
ら
が
、
俳
句
が
本
當
に
味
へ
ぬ
人
で
俳
句

を
西
洋
へ
紹
介
し
よ
う
と
し
て
居
る
人
を
見
受
け
る
が
、
無
効
有
害
か

と
私
は
思
っ
て
居
る
。

外
国
人
に
何
故
俳
句
が
理
解
さ
れ
な
い
の
か
、
「
俳
句
の
国
際
性
」
を
研

究
し
て
お
ら
れ
る
星
野
慎
一
氏
の
文
章
が
あ
る
。
漱
石
の
俳
句
と
西
洋
詩
の

比
較
に
類
似
し
た
内
容
で
あ
る
。

み
ず
か
ら
を
「
無
名
の
放
浪
者
」
と
呼
ん
だ
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
（
筆

者
注
・
東
大
独
文
科
教
授
・
房
ｇ
ｌ
ら
且
）
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
俳

句
に
正
し
い
方
向
を
与
え
た
文
学
者
と
し
て
忘
れ
え
ぬ
人
で
あ
る
。
彼

は
『
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
』
紙
に
寄
稿
し
た
俳
句
論

の
末
尾
に
、
こ
う
し
る
し
て
い
る
。

「
真
実
な
俳
句
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
創
作
さ
れ
る
の
は
、
む
つ
か
し
い
こ

と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
第
一
の
理
由
は
、
日
本
古
来
か
ら
の
俳
譜
詩
人
の

よ
う
に
自
然
と
密
着
し
た
生
き
方
を
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
詩
人
は
一

人
も
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
俳
句
芸
術
は
禅
文
化
の

根
底
か
ら
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
禅
的
な
あ
り
方
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
に
は
隔
絶
さ
れ
た
世
界
だ
か
ら
で
あ
る
。
」

き
わ
め
て
平
明
な
意
見
で
あ
る
。
し
か
も
、
西
洋
と
日
本
と
の
ち
が
い

行
っ
た
や
ら
」
の
ど
ゴ
。
匡
の
課
は
、
甘
く
英
詩
に
は
な
っ
て
居
る
が

蜻
蛉
釣
の
眞
相
は
消
え
て
居
る
、
と
も
言
は
れ
て
居
る
、
誠
に
そ
の
通

り
で
、
西
洋
人
の
俳
句
課
は
俳
句
の
趣
を
全
く
失
っ
て
居
る
の
が
多
い
。

一
二
一
ハ



の
根
底
が
は
っ
き
り
と
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
彼
ら
に
は
隔

絶
さ
れ
た
世
界
」
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
、
西
洋
の
識
者
に
新
鮮
な
感

覚
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
エ
ル
ヴ
ィ
ン
・
ヤ
ー
ン
は
、
「
ち
か
頃
に
な

っ
て
〈
わ
び
〉
や
く
さ
び
〉
の
意
味
も
よ
う
や
く
理
解
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
概
念
も
私
た
ち
に
は
き
わ
め
て
現
代
的
な
意
味
を
持
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
言
葉
の
持
つ
概
念
は
俳
句
を
好
む

西
洋
人
に
と
っ
て
根
元
的
な
重
さ
を
持
っ
て
い
る
の
南
）
（
後
略
）

明
治
の
日
本
在
住
の
西
洋
人
に
と
っ
て
、
俳
句
の
理
解
は
困
難
で
あ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
古
典
音
楽
を
辛
抱
強
く
理
解
し
よ
う
と

す
る
ハ
ー
ン
の
姿
勢
か
ら
見
て
、
俳
句
に
つ
い
て
も
、
辛
抱
強
く
理
解
し
よ

う
と
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
俳
句
の
知
識
を
ハ
ー
ン
に
与

え
な
が
ら
、
繧
石
も
逆
に
古
典
俳
句
の
良
さ
、
定
型
俳
句
の
良
さ
を
ハ
ー
ン

か
ら
示
唆
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

ハ
ー
ン
は
、
日
本
の
学
生
に
知
識
を
与
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
「
示

唆
を
与
え
る
」
こ
と
は
出
来
る
と
言
っ
て
い
る
。
「
私
が
で
き
な
い
の
は
、

日
本
の
歴
史
、
あ
る
い
は
何
か
特
定
の
日
本
の
主
題
に
つ
い
て
、
権
威
者
と

し
て
ふ
る
ま
う
こ
と
で
す
。
私
の
講
義
の
価
値
は
示
唆
的
で
あ
る
と
い
う
こ

と
に
つ
き
ま
す
。
事
実
の
明
確
化
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
（
「
エ
リ

ザ
ベ
ス
・
ビ
ス
ラ
ン
ド
宛
書
簡
」
）

驍
石
は
、
日
本
文
化
の
資
料
を
ハ
ー
ン
に
提
供
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
日

本
の
伝
統
美
を
大
切
に
し
た
ハ
ー
ン
か
ら
、
逆
に
日
本
の
伝
統
美
の
素
晴
ら

し
さ
に
つ
い
て
「
示
唆
」
を
与
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
俳
句

に
つ
い
て
も
、
そ
う
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

大
谷
驍
石
の
俳
句
観

注（
１
）
「
明
治
二
十
九
年
の
俳
句
界
」
『
子
規
全
集
』
・
第
四
巻
・
俳
論
俳
話
一

・
講
談
社
刊
・
昭
和
五
十
年
．
十
一
月
・
五
六
八
頁
。

（
２
）
「
明
治
三
○
年
の
俳
句
界
」
『
子
規
全
集
』
・
第
五
巻
・
俳
論
俳
話
二
・

講
談
社
刊
・
昭
和
五
一
年
．
五
月
・
十
二
頁
。

（
３
）
『
子
規
全
集
』
・
第
十
二
巻
・
随
筆
二
・
講
談
社
刊
・
昭
和
五
十
年
．
十

月
・
六
二
七
頁
。

（
４
）
大
谷
正
信
「
松
江
時
代
の
先
生
」
『
帝
国
文
學
・
第
十
巻
十
一
号
・
小

泉
八
雲
氏
記
念
號
』
・
大
日
本
図
書
株
式
会
社
刊
・
一
九
○
四
年
．
十
一

月
・
二
十
四
頁
。

（
５
）
小
泉
八
雲
「
英
語
教
師
の
日
記
か
ら
」
『
明
治
日
本
の
面
影
』
・
平
川
祐

弘
訳
・
講
談
社
学
術
文
庫
・
講
談
社
刊
．
一
九
九
○
年
十
月
十
日
・
五
六

頁
～
五
七
頁
。

（
６
）
高
浜
虚
子
『
俳
句
の
五
十
年
』
・
中
央
公
論
社
刊
・
昭
和
十
七
年
．
二

月
・
四
六
頁
。

（
７
）
沼
波
武
夫
「
俳
句
紹
介
者
と
し
て
の
小
泉
八
雲
氏
」
『
帝
国
文
學
・
第

十
巻
第
十
一
号
・
小
泉
八
雲
氏
記
念
號
』
・
大
日
本
図
書
株
式
会
社
刊
．

一
九
○
四
年
．
十
一
月
・
一
一
六
頁
～
一
二
○
頁
。

（
８
）
星
野
慎
一
『
俳
句
の
国
際
性
Ｉ
な
ぜ
俳
句
は
世
界
的
に
愛
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
か
ｌ
』
・
博
文
館
新
社
刊
．
一
九
九
五
年
．
二
月
・
一

一
九
頁
。

（
ひ
の
・
ま
さ
ゆ
き
島
根
県
立
松
江
北
高
校
教
諭
）

七


